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(54)【発明の名称】 手術用装置および手術用装置の異物付着防止方法

(57)【要約】
【課題】  メス先電極に対する生体組織の焦げ付きを防
止する機能を備えた手術用装置を提供することを目的と
する。
【解決手段】  生体組織の処置のため、高周波電流を生
体組織に供給する電極部となるメス先電極２６と、前記
メス先電極２６が取り付けられるハンドピース本体４０
と、前記メス先電極２６に高周波電流を供給する高周波
電流供給部５０と、前記メス先電極２６に超音波振動を
供給する超音波振動供給部１０とを備えた手術用装置１
において、前記メス先電極２６に対して高周波電流供給
されている間に前記メス先電極２６が超音波振動し得る
構成とすることにより、前記メス先電極２６に対する生
体組織の焦げ付きを防止することが可能となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  高周波電流を利用して生体組織の処置を
行う電極部と、
前記電極部が取り付けられたハンドピース本体と、
前記電極部に高周波電流を供給する高周波電流供給手段
と、
前記電極部に超音波振動を供給する超音波振動供給手段
と、を有し、
前記電極部に対して高周波電流を供給している間に前記
電極部が超音波振動し得るよう構成されていることを特
徴とする手術用装置。
【請求項２】  前記電極部の先端は、前記超音波振動供
給手段により、毎秒２２０ｃｍないし２２００ｃｍの速
度で振動することを特徴とする請求項１に記載の手術用
装置。
【請求項３】  前記電極部の先端は、前記超音波振動供
給手段により、毎秒１１００ｃｍないし１８００ｃｍの
速度で振動することを特徴とする請求項２に記載の手術
用装置。
【請求項４】  前記超音波振動供給手段は、前記ハンド
ピース本体に設けられた超音波振動供給部を有してお
り、前記電極部は、前記超音波振動供給部に着脱可能に
結合されるメス先電極であることを特徴とする請求項１
ないし３のいずれかに記載の手術用装置。
【請求項５】  前記ハンドピース本体は、前記高周波電
流供給手段および前記超音波振動供給手段のうちの少な
くとも一方の出力の制御を行うハンドスイッチを有して
いることを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記
載の手術用装置。
【請求項６】  前記高周波電流供給手段および前記超音
波振動供給手段のいずれか一方のみを作動し得ることを
特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の手術用
装置。
【請求項７】  高周波電流を利用して生体組織の処置を
行う手術用装置のメス先電極を超音波振動させることに
より、前記メス先電極に対する異物の付着を防止するこ
とを特徴とする手術用装置の異物付着防止方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、高周波電流を用い
て生体組織を切開、凝固する機能を備えた手術用装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、外科的手術においては、生体
組織の切開や止血を行う際に高周波電流を利用する電気
メスなどの手術用装置が用いられている。
【０００３】電気メスは、高周波電流をメス先電極の先
端から生体組織に放射し、その高周波電流によって生じ
るジュール熱やアーク放電を利用して生体組織や毛細血
管の切開や止血を行う装置である。
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【０００４】図７に従来より用いられている電気メスの
装置の全体構成のブロック図を示す。
【０００５】電気メス７０は、図７に示すように、高周
波電流を発生する高周波電流供給部７１の高周波出力端
子を生体７２の体表面上に接触させた対極板７３および
メス先電極７４のそれぞれに接続し、メス先電極７４の
先端にアーク放電やジュール熱を発生させ、該メス先電
極７４の先端に発生した電気火花や熱によって生体組織
の切開、焼灼、止血、血液の凝固などの各種処置を行な
う。
【０００６】電気メスは、従来から一般的に使用されて
いる金属製のメスにはない止血機能やその他様々な機能
を有していることから、一般外科手術や内視鏡下外科手
術など様々な分野で用いられている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前述し
た従来技術における電気メスは、使用時にメス先電極に
接触した生体組織が、メス先電極から発生する電気火花
や熱によりメス先電極の表面に焦げ付いて炭化し、その
炭化した組織によってインピーダンスが大きくなるた
め、メス先電極から生体に対して電流が流れにくくな
り、それによってメス先電極の切開機能や止血機能が低
下するという問題点を有していた。
【０００８】そのため、このような電気メスを使用して
手術を行う際には、メス先電極の先端に付着して炭化し
た生体組織を減菌処理した紙やすりなどを使用して除去
する作業が必要であった。
【０００９】上記問題点に鑑み、本発明は、メス先電極
に対する生体組織の焦げ付きを防止する機能を備えた手
術用装置を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】このような目的は、下記
（１）～（７）の本発明により達成される。
【００１１】（１）高周波電流を利用して生体組織の処
置を行う電極部と、前記電極部が取り付けられたハンド
ピース本体と、前記電極部に高周波電流を供給する高周
波電流供給手段と、前記電極部に超音波振動を供給する
超音波振動供給手段と、を有し、前記電極部に対して高
周波電流を供給している間に前記電極部が超音波振動し
得るよう構成されていることを特徴とする手術用装置。
【００１２】（２）前記電極部の先端は、前記超音波振
動供給手段により、毎秒２２０ｃｍないし２２００ｃｍ
の速度で振動することを特徴とする上記（１）に記載の
手術用装置。
【００１３】（３）前記電極部の先端は、前記超音波振
動供給手段により、毎秒１１００ｃｍないし１８００ｃ
ｍの速度で振動することを特徴とする上記（２）に記載
の手術用装置。
【００１４】（４）前記超音波振動供給手段は、前記ハ
ンドピース本体に設けられた超音波振動供給部を有して
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おり、前記電極部は、前記超音波振動供給部に着脱可能
に結合されるメス先電極であることを特徴とする上記
（１）ないし（３）のいずれかに記載の手術用装置。
【００１５】（５）前記ハンドピース本体は、前記高周
波電流供給手段および前記超音波振動供給手段のうちの
少なくとも一方の出力の制御を行うハンドスイッチを有
していることを特徴とする上記（１）ないし（４）のい
ずれかに記載の手術用装置。
【００１６】（６）前記高周波電流供給手段および前記
超音波振動供給手段のいずれか一方のみを作動し得るこ
とを特徴とする上記（１）ないし（５）のいずれかに記
載の手術用装置。
【００１７】（７）高周波電流を利用して生体組織の処
置を行う手術用装置のメス先電極を超音波振動させるこ
とにより、前記メス先電極に対する異物の付着を防止す
ることを特徴とする手術用装置の異物付着防止方法。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下、本発明の手術用装置の好適
実施形態を添付図面に基づいて説明する。
【００１９】図１は、本発明の手術用装置の全体構成を
示すブロック図である。また図２は、本発明の手術用装
置のハンドピース本体およびメス先電極を示す断面側面
図、図３は、本発明の手術用装置のハンドピース本体の
先端に接続される各種メス先電極の側面図である。ま
た、図４は、本発明の手術用装置のハンドピース本体お
よびメス先電極の変形例を示す断面側面図である。
【００２０】以下、本発明の手術用装置について詳細に
説明する。本発明の手術用装置１は、図１および図２に
示すように、高周波電流を利用して生体組織の処置を行
う電極部をなすメス先電極２６と、該メス先電極２６が
取り付けられたハンドピース本体４０と、前記メス先電
極２６に高周波電流を供給する高周波電流供給手段をな
す高周波電流供給部５０と、前記メス先電極２６に超音
波振動を供給する超音波振動供給手段をなす超音波振動
供給部１０とを有している。また、前記高周波電流供給
部５０には、対極板５１が接続されている。
【００２１】前記ハンドピース本体４０は、図２に示す
ように、当該ハンドピース本体４０の外郭をなすカバー
４１と、前記カバー４１の表面に設けられたハンドスイ
ッチ４３と、前記メス先電極２６に超音波振動を供給す
る前記超音波振動供給部１０と、前記カバー４１の内部
に設けられ、前記超音波振動供給部１０を支持する支持
部４２ａ、４２ｂとを有している。
【００２２】前記カバー４１は、樹脂などで形成されて
おり、当該手術用装置１を使用する医師が把持しやすい
よう細径に形成されている。
【００２３】前記ハンドスイッチ４３は、前記カバー４
１の表面に設けられており、当該手術用装置１を使用す
る医師が、手指によって前記高周波電流供給部５０や前
記超音波振動供給部１０の出力のオン・オフを行うこと
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ができるようになっている。
【００２４】このハンドスイッチ４３は、前記高周波電
流供給部５０からの出力のオン・オフを行う電気出力ス
イッチ４４と、前記超音波振動供給部１０からの出力の
オン・オフを行う超音波出力スイッチ４５とを有してい
る。
【００２５】前記電気出力スイッチ４４は、図２に示す
ように、前記高周波電流供給部５０からの生体組織切開
用の電流の出力のオン・オフを行う切開用電気出力スイ
ッチ４４ａと、前記高周波電流供給部５０からの生体組
織凝固用の電流の出力のオン・オフを行う凝固用電気出
力スイッチ４４ｂとを備えていることが好ましい。
【００２６】また、このように前記ハンドスイッチ４３
の前記電気出力スイッチ４４が前記切開用電気出力スイ
ッチ４４ａおよび前記凝固用電気出力スイッチ４４ｂの
２つで構成されている場合には、図４に示すように、前
記電気出力スイッチ４４と前記超音波出力スイッチ４５
とを前記カバー４１の対向する位置に設けることによ
り、手術中のスイッチの誤操作を減少することができ
る。
【００２７】なお、前記高周波電流供給部５０や前記超
音波振動供給部１０からの出力のオン・オフは、当該ハ
ンドスイッチ４３だけでなく、フットスイッチ３１によ
って行うことも可能である。
【００２８】前記超音波振動供給部１０は、図２に示す
ように、前記ハンドピース本体４０の内部に位置してお
り、基端側に設けられた超音波振動子（振動発生部）２
０と、該超音波振動子２０の先端側の端面に接続された
ホーン（振動伝達部）２３とを備えている。なお、この
超音波振動供給部１０は、後述するハンドピース本体４
０の支持部４２ａ、４２ｂによって支持されている。
【００２９】また、前記超音波振動子２０は、図２に示
すように、超音波励振電力供給部６０からの超音波励振
電力を機械的な超音波振動に変換するための圧電素子２
１と、該圧電素子２１を挟む金属ブロック２２ａ、２２
ｂなどの部品を備えている。前記金属ブロック２２ｂに
は、前記高周波電流供給部５０からの電流を前記メス先
電極２６へ伝達するためのケーブル３０ｃが取り付けら
れており、前記圧電素子２１には、前記超音波励振電力
供給部６０からの超音波励振電力を供給するためのケー
ブル３０ａ、３０ｂが取り付けられている。
【００３０】なお、本実施形態の手術用装置１では、電
歪型の超音波振動子２０を使用しているが、本実施形態
に限らず、磁歪型の超音波振動子を使用することも可能
である。
【００３１】前記ホーン２３は、超音波振動に耐え得る
機械的強度と導電性とを兼ね備えた金属材料、すなわ
ち、チタン合金、ステンレス合金などで形成されてお
り、前記超音波振動子２０で発生した超音波振動を増幅
して前記メス先電極２６へと伝達する機能と、前記超音
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波振動子２０の前記金属ブロック２２ｂに対して前記高
周波電流供給部５０から供給された電流を前記メス先電
極２６へと伝達する機能を有する。
【００３２】また、前記ホーン２３は、図２に示すよう
に、その基端が前記超音波振動子２０の先端側の端部に
接続されている。そして、前記ホーン２３には、当該ホ
ーン２３が超音波共振した際に、振動の節にあたる位置
に段部２５が設けられている。このように、前記ホーン
２３は、超音波振動の節の位置に段部が設けられている
ため、前記超音波振動子２０からの超音波振動が当該ホ
ーン２３によって増幅され、前記メス先電極２６へと伝
達されるようになっている。
【００３３】また、本実施形態では、図２に示すよう
に、前記ホーン２３の前記段部２５から先端側の部分を
細径に設計し、それによって生じたハンドピース本体４
０の内部の空間に後述するハンドスイッチ４３が取り付
けられている。そして、そのような構造を用いることに
より、ハンドピース本体４０の外径の広がりを抑えてい
る。
【００３４】また、前記ホーン２３の先端には、雌ネジ
部２７が設けられている。この雌ネジ部２７には、後に
詳述するメス先電極２６の基端部に設けられた雄ネジ部
２４が取り付けられる。
【００３５】なお、前記超音波振動子２０および前記ホ
ーン２３は、本実施形態では別体で構成されており、こ
れらはネジ結合などによって接続されている（図示せ
ず）が、本実施形態に限らず、前記超音波振動子２０の
金属ブロック２２ｂと前記ホーン２３とを一体成形する
ことも可能である。
【００３６】前記支持部４２ａ、４２ｂは、ゴムなどに
よって形成されたＯリングから成り、前記カバー４１の
先端部および基端部の付近に設けられている。なお、こ
れらの支持部４２ａ、４２ｂの位置は、前記メス先電極
２６が前記超音波振動子２０の動作によって超音波共振
した際に、振動変位が少ない振動の節となる位置に設け
ることが好ましい。
【００３７】前記メス先電極２６は、本発明の手術用装
置１の前記電極部をなしており、前記ホーン２３と同様
に超音波振動に耐え得る機械的強度と導電性とを兼ね備
えた金属材料、すなわち、チタン合金、ステンレス合金
などで形成されている。そして、図３（ａ）ないし
（ｄ）に示すように、主に組織の切開に使用される針型
（ａ）、ナイフ型（ｂ）、フック型（ｃ）や、主に止血
の際に使用されるボール型（ｄ）など、処置の種類に応
じて様々な形状のものが用いられる。また、前記メス先
電極２６の基端部には、前記ホーン２３の先端部に設け
られた雌ネジ部２７と結合する雄ネジ部２４が設けられ
ている。
【００３８】以下、本発明の手術用装置１の第１の作用
例を図１および図２を参照して詳述する。

6
【００３９】まず、本発明の手術用装置１を用いて処置
を行う際に高周波電流を使用する場合の作用について説
明する。
【００４０】前記電気出力スイッチ４４が押圧され、オ
ンにされると、前記高周波電流供給部５０からの高周波
電流がケーブル３０ｃを通って前記超音波振動子２０の
金属ブロック２２ｂ、前記ホーン２３を通って前記メス
先電極２６へと供給される。前記メス先電極２６から生
体２へと流れた電流は、前記対極板５１へと流れ、前記
高周波電流供給部５０へと戻る。
【００４１】なお、前記電気出力スイッチ４４の押圧を
解除し、オフにすると、前記メス先電極２６への高周波
電流の供給が停止される。
【００４２】また、本実施形態では、前記切開用電気出
力スイッチ４４ａをオンにした場合と、前記凝固用電気
出力スイッチ４４ｂをオンにした場合とを区別すること
なく説明を行ったが、前記切開用電気出力スイッチ４４
ａがオンにされた場合には、切開用高周波電流が、前記
凝固用電気出力スイッチ４４ｂがオンにされた場合に
は、凝固用高周波電流が前記メス先電極２６へと供給さ
れる。
【００４３】また、本実施形態では、前記高周波電流供
給部５０、前記ケーブル３０ｃ、前記超音波振動供給部
１０、前記メス先電極２６、前記対極板５１、前記ケー
ブル３０ｅ、前記高周波電流供給部５０という一連の閉
ループ回路を電流が通ることとなる。
【００４４】次に、本発明の手術用装置１を用いて処置
を行う際に超音波振動を使用する場合の作用について説
明する。
【００４５】前記超音波出力スイッチ４５が押圧されて
オンにされると、前記超音波励振電力供給部６０からの
超音波励振電力が前記ケーブル３０ａ、３０ｂを通り前
記圧電素子２１に供給される。なお、前記超音波励振電
力供給部６０は、励振信号発生回路、増幅回路等の回路
を備えており、これらの回路を介して超音波励振電力が
生成される。
【００４６】前記超音波励振電力供給部６０からの超音
波励振電力が前記圧電素子２１へと供給されると、前記
圧電素子２１は供給された超音波励振電力によって伸縮
し、機械的な超音波振動を発生する。この機械的な超音
波振動は、前記ホーン２３を介して前記メス先電極２６
の先端へと伝達される。
【００４７】なお、本発明の手術用装置１を動作させる
際には、前記メス先電極２６の先端が毎秒２２０ｃｍな
いし２２００ｃｍの速度になるように超音波振動させる
ことが好ましく、この範囲の速度で振動させた場合に
は、前記メス先電極２６の先端への組織の付着が減少す
る。そして、前記メス先電極２６の先端が毎秒１１００
ｃｍないし１８００ｃｍの速度になるように超音波振動
させた場合には、前記メス先電極２６の先端への組織の
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7
付着がほとんど無くなる。
【００４８】ここで、前記メス先電極２６の先端の速度
Ｖ[ｍ／ｓ]は、使用する超音波の振動周波数をＮ[Ｈ
ｚ]、前記メス先電極２６の先端の振動振幅（Peak  to
  Peak値）をＲ[ｍ]とすると、以下の式（１）で表され
る。
Ｖ＝πＲＮ    …    （１）
【００４９】そして、前記メス先電極２６の先端を２２
０～２２００［ｃｍ／ｓ］の速度で振動させるために
は、たとえば前記メス先電極２６を２３［ｋＨｚ］の超
音波で振動させる場合、振動振幅を約３０～３００[μ
ｍ]に設定すればよい。
【００５０】また、前記超音波出力スイッチ４５は、前
記電気出力スイッチ４４と同様に、押圧するとオン、押
圧を解除するとオフになり、その操作に伴って前記メス
先電極２６への超音波振動の供給が制御されるようにな
っている。
【００５１】以上、本発明の手術用装置の第１の作用例
を説明したが、この例では、前記高周波電流供給部５０
および前記超音波振動子２０は、いずれも前記ハンドス
イッチ４３のみによってオン・オフが行われる。
【００５２】そして、前記電気出力スイッチ４４がオン
の間に前記超音波出力スイッチ４５をオンにすることに
より、前記高周波電流供給部５０および前記超音波振動
子２０を同時に作動させることが可能であり、前記メス
先電極２６に対して高周波電流が供給され、電気メスと
して機能している状態で前記メス先電極２６が超音波振
動し得るようになっている。
【００５３】また、前記電気出力スイッチ４４および前
記超音波出力スイッチ４５のいずれか一方のみをオンに
した場合には、前記高周波電流供給部５０および前記超
音波振動子２０のいずれか一方のみを作動することがで
きる。
【００５４】なお、これらの制御は、前記ハンドスイッ
チ４３と、後述する第２の作用例および第３の作用例に
おける制御とを組み合わせて行うことができる。
【００５５】次に、本発明の手術用装置の第２の作用例
について図５を参照して説明する。図５は、本発明の手
術用装置の高周波電流供給部および超音波振動供給部の
動作の第２の作用例を示すタイムチャートである。
【００５６】以下、第２の作用例について、前述した第
１の作用例との相違点を中心に説明する。なお、前記第
１の作用例と同様の事項については、説明を省略する。
【００５７】前記電気出力スイッチ４４がオンにされる
と、前記第１の作用例と同様に前記高周波電流供給部５
０は、高周波電流を前記メス先電極２６へと供給する。
一方、この第２の作用例においては、前記第１の作用例
と異なり、この高周波電流の供給と同時に、前記超音波
振動子２０が、前記メス先電極２６に対して断続的に超
音波振動を供給する。
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【００５８】具体的には、図５のタイムチャートに示さ
れているように、前記高周波電流供給部５０から高周波
電流が供給されている状態で前記超音波振動子２０が超
音波振動を一定時間前記メス先電極２６に供給する。そ
して、この超音波振動の供給開始から一定時間経過後、
前記超音波振動子２０は、前記メス先電極２６に対する
超音波振動の供給を一定時間停止する。そして、この超
音波振動の供給停止から一定時間経過後、再び前記超音
波振動子２０は、前記メス先電極２６に対し超音波振動
を一定時間供給する。
【００５９】そして、前記高周波電流供給部５０および
前記超音波振動子２０の動作は前記電気出力スイッチ４
４の押圧が解除され、前記第１の作用例と同様にオフに
なるまで継続される。
【００６０】なお、本実施形態においては、前記高周波
電流供給部５０および前記超音波振動子２０をコンピュ
ータ等を用いた制御部（図示せず）によって制御する必
要がある。
【００６１】また、本実施形態では、前記メス先電極２
６に対する前記高周波電流供給部５０からの高周波電流
の供給が連続的に行われるのに対し、前記メス先電極２
６に対する前記超音波振動子２０からの超音波振動の供
給は断続的に行われている。これは、前記超音波振動子
２０からの超音波振動を連続的に行った場合に起こり得
る前記超音波振動子２０や前記ホーン２３の過度の加熱
や金属疲労を防止するためである。なお、前記高周波電
流供給部５０から前記メス先電極２６に対して高周波電
流を連続的に供給している間に前記超音波振動子２０か
ら前記メス先電極２６に対して超音波振動を連続的に供
給することも、もちろん可能である。
【００６２】次に、本発明の手術用装置１の第３の作用
例について図６を参照して説明する。
【００６３】図６は、本発明の手術用装置の高周波電流
供給部および超音波振動供給部の動作の第３の作用例を
示すタイムチャートである。
【００６４】以下、第３の作用例について、前述した第
１の作用例および第２の作用例との相違点を中心に説明
する。なお、前記第１の作用例および第２の作用例と同
様の事項については、説明を省略する。
【００６５】前記電気出力スイッチ４４がオンにされる
と、前記高周波電流供給部５０は、図６に示すように、
高周波電流を一定時間前記メス先電極２６へと供給す
る。そして、高周波電流の供給開始から一定時間経過
後、前記高周波電流供給部５０は、前記メス先電極２６
への高周波電流の供給を停止する。
【００６６】一方、この高周波電流の供給の停止と同時
に前記超音波振動子２０は、前記メス先電極２６に対し
て一定時間超音波振動を供給する。そして超音波振動の
供給開始から一定時間経過後、前記超音波振動子２０
は、前記メス先電極２６への超音波振動の供給を停止す



(6) 特開２００２－３０６５０７

10

20

30

40

9
る。
【００６７】さらに、この超音波振動の供給の停止と同
時に前記高周波電流供給部５０が前記メス先電極２６に
対して一定時間高周波電流を供給する。
【００６８】そして、前記高周波電流供給部５０および
前記超音波振動子２０の動作は、前記電気出力スイッチ
４４の押圧が解除され、前記第１、第２の作用例と同様
にオフになるまで継続する。
【００６９】なお、本実施形態においても前記第２の作
用例と同様に、前記高周波電流供給部５０および前記超
音波振動子２０をコンピュータ等を用いた制御部（図示
せず）によって制御する必要がある。
【００７０】また、本実施形態では、前述したように、
前記高周波電流供給部５０および前記超音波振動子２０
を交互に動作させているが、本実施形態に限らず、前記
高周波電流供給部５０の動作の前後に所定時間前記超音
波振動子２０を作動させることも可能である。
【００７１】また、本実施形態では、高周波電流を使用
して組織を切開・凝固させる際に一方の電極をハンドピ
ース本体に設けられた電極部、他方の電極を対極板とす
るモノポーラタイプの電気メスとして説明を行ったが、
本実施形態に限らず、本発明を両方の電極がハンドピー
ス本体に設けられたバイポーラタイプの電気メスに応用
することも可能である。
【００７２】最後に、本発明は、上述した実施形態に限
定されることはなく、特許請求の範囲に記載された範囲
で種々の変更及び改良が可能であることは言うまでもな
い。
【００７３】
【発明の効果】以上述べたように、本発明によれば、高
周波電流を生体組織へと伝達するメス先電極の先端が超
音波振動するように構成されていることから、メス先電
極に対する生体組織の焦げ付きを防止する機能を備えた
手術用装置が実現する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の手術用装置の全体構成を示すブロック
図である。
【図２】本発明の手術用装置のハンドピース本体および
メス先電極を示す断面側面図である。
【図３】本発明の手術用装置のハンドピース本体の先端
に接続される各種メス先電極の側面図である。
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【図４】本発明の手術用装置のハンドピース本体および
メス先電極の変形例を示す断面側面図である。
【図５】本発明の手術用装置の高周波電流供給部および
超音波振動供給部の動作の第２の作用例を示すタイムチ
ャートである。
【図６】本発明の手術用装置の高周波電流供給部および
超音波振動供給部の動作の第３の作用例を示すタイムチ
ャートである。
【図７】従来の電気メスの構成を示すブロック図であ
る。
【符号の説明】
１        手術用装置
２        生体
１０        超音波振動供給部
２０        超音波振動子
２１        圧電素子
２２ａ、２２ｂ  金属ブロック
２３        ホーン
２４        雄ネジ部
２５        段部
２６        メス先電極
２７        雌ネジ部
３０ａ～３０ｅ  ケーブル
３１        フットスイッチ
４０        ハンドピース本体
４１        カバー
４２ａ、４２ｂ  支持部
４３        ハンドスイッチ
４４        電気出力スイッチ
４４ａ      切開用電気出力スイッチ
４４ｂ      凝固用電気出力スイッチ
４５        超音波出力スイッチ
５０        高周波電流供給部
５１        対極板
６０        超音波励振電力供給部
７０        電気メス
７１        高周波電流供給部
７２        生体
７３        対極板
７４        メス先電極

【図２】 【図４】
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